
実習受け入れ事業所が取り組むこと 

 

１．実習目的 

  介護支援専門員が行う、一連のケアマネジメントプロセスを同行・見学し経験する

ことで、実践にあたっての留意点や今後の学習課題等を認識することを目的としてい

ます。 

 

２．実習内容 

  実習の内容は見学実習とし、実習協力者宅への訪問を行い、以下の項目につい

て、一連のケアマネジメントプロセスの実習を行います。なお、実施の順番は問い

ません。 

➀ アセスメントの実施 

② 居宅サービス計画の作成（プランニング） 

③ サービス担当者会議の準備・同席 

④ モニタリングの実施 

⑤ 給付管理業務の方法 

 

３． 主な実習計画 

➀実習時期：令和９年２月 

②実習日数：３日間程度（連続でなくてもよい） 

③実習指導者：実習事業所等に所属する主任介護支援専門員 

 

４．実習事業所にお願いしたいこと 

①実習指導者の選定 

・実習指導者の選定 

・実習対象事例の選定・事前同意の取得 

・サービス担当者会議等での合意 

・実習指導者の業務量の平準化 

・実習指導者への説明 

 ②オリエンテーション、訪問へ向けた実習準備 

・ケアマネジメントの実務の全体像の説明 

・訪問時のコミュニケーションに対する留意点の確認 

・利用者情報の共有 

・実習を通じて学ぶべき課題（学習のねらい）の設定 

③ 実習の実施（同行訪問を通じた指導、記録の作成支援等） 

・高齢者の自宅への訪問やサービス担当者会議への参加の前に、その方について

の情報を事前に理解し確認しておくよう徹底する。 

・実習記録用紙については、原則として実習実施後、その日のうちに作成する。 

・実習指導者 1人で複数の受講生を担当する場合、オリエンテーションやサービ

ス担当者会議等への参加など複数名でまとめて実施できる環境ではまとめて実

施して差し支えないが、利用者宅への同行訪問などの場合には実習環境に配慮

し、１人あるいは数名ずつの参加といった工夫を行うこと。 

④ 実習後の振り返り、受講者へのフィードバック 

・研修記録シート等の作成・まとめ 

・振り返り時間の確保 

・振り返り結果のフィードバック 

⑤  実習の実施全体の振り返り 

  ・管理者等と実習指導者での実習受け入れ全体の振り返り 

  ・都道府県あるいは研修実施機関への実習受入れに係る課題の報告 

別紙 


